
東 京 消 防 庁
TOKYO FIRE DEPARTMENT

日 時 令和３年２月２１日（日）

15時36分
場 所 栃木県足利市西宮町

消防本部 足利消防本部（175名）

災害概要
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延焼面積 １６７ha

鎮 圧 令和３年２月２８日（日）

鎮 火 令和３年３月１５日（月）

資料５
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【航空部隊】
2月22日（月）

県防災ヘリ２機（茨城・埼玉）自衛隊ヘリ4機

23日（火）以降 最大7機体制

応援状況（航空・陸上）
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【陸上部隊】

2月24日（水）県内応援（１１）県外応援（４）

25日（木） 活動開始

【指揮支援隊】

2月25日（木）12時30分 足利市から要請



市町村境界周辺： 栃木県内・群馬県一部

消防相互応援協定（組織法第３９条）

消防の広域応援制度
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ヘリコプターの活用：

大規模特殊災害時における広域航空消防

応援実施要綱（組織法第４４条）

全国の消防機関相互による援助体制：

緊急消防援助隊（組織法第４５条）



① 災害の状況（わかる範囲）

⑥ 消防現勢（地図・栃木県・群馬県）

出場前確認事項
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③ 集結場所の把握（経路・時間）

② 活動状況（消防（陸・空）・自衛隊）

④ 地元消防本部の職員数・車両・消防長

⑤ 後方支援体制



【指揮支援隊到着】

１６時００分 関係機関顔合わせ

１６時１３分

さいこうふれあいセンター到着

活動状況（２月２５日）
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【指揮支援隊到着】

足利副市長からの活動の報告

活動状況（２月２５日）
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【活動状況の把握】
〇3大危険（人命危険・延焼拡大危険・活動危険）

〇災害の進展予測（消防力の優劣）

（緊急消防援助隊の応援要請・今の活動プラン）

〇天候（これからの予測・特に風）

〇水利（ため池・消火栓）

〇優先すべき活動エリア（学校など人命危険）

〇背負子・可搬ポンプ・水槽（活動資機材）

〇部隊移動の容易さ（時間・傾斜）〇日の出・日没時刻

〇自衛隊ヘリ活動状況の調整

〇ヘリ（赤外線）熱源確認 〇安全管理

活動状況（２月２５日）
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【指揮支援隊到着】

指揮支援隊としての活動方針

活動状況（２月２５日）
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◎関係機関調整会議 開催の進言

活動状況（２月２５日）
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①情報の共有化（市・地元・自衛隊）

→活動状況・活動プラン

②ホワイトボードによる「見える化」

→地図・活動状況（時系列）

③指揮系統の明確化（応援のスキーム）

→消防機関の意思決定（陸・ヘリ）
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【指揮支援隊到着】

地図による情報共有

活動状況（２月２５日）
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地図

16

①ヘリの活動エリア

②陸上部隊の活動エリア

③火点の状況（火の粉程度・延焼中）

④水利の状況（消火栓・無限水利）

地図に落とし込み、全体像を見える化
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活動状況（２月２５日）

【指揮支援隊到着】

活動状況の情報共有
（い つ：時 系 列）

（どこで：活動エリア）

（だれが：指揮者（消防本部名）

（どのような：活動内容・活動見込み・困難性）



確認項目
① 延焼状況（火の長さ）

② 水利の状況・放水口数

③ 活動位置（エリア）

④ 応援要請の要否

⑤ ヘリ消火の要否

⑥ 残火活動終了見込時間（活動の要否）
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指揮系統の明確化

活動方針
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統括指揮支援隊（東京）

指揮支援部隊長
指揮支援隊長

航空指揮支援隊

航空指揮支援隊長

指揮支援部隊

航空小隊（東京含む）

航空後方支援小隊 ※

指揮支援隊 ※

足利市消防本部

県内応援隊（１１本部）

宇都宮市消防局（代表消防本部）
小山市消防本部
栃木市消防本部
石橋地区消防組合消防本部
芳賀地区広域行政事務組合消防本部
塩谷広域行政組合消防本部
日光市消防本部
南那須地区広域行政事務組合消防本部
那須地区消防組合消防本部

県外応援隊（４本部）

桐生市消防本部（途中引き上げ）
伊勢崎市消防本部
大田市消防本部
館林地区消防組合消防本部

指揮命令

都道府県大隊 ※

※ 本災害での運用なし。

緊急消防援助隊

県庁等で指揮支援を実施

県内外応援隊

航空部隊

指揮命令



関係機関調整会議
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グリッドマップによる
共通の活動言語化
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【自衛隊】

４ ブラボー ２ 熱源確認しました！

消防隊はアプローチ可能か？

【指揮支援隊】

近くまで来ていますが、自衛隊さんの散
水をお願いします！

【自衛隊】

了解しました。 〇時〇分散水します。 36



1 ２

３ ４

Ｂ（ブラボー）

４

A：アルファ Ｃ：チャーリー
Ｄ：デルタ Ｅ：エコー
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課題



① 安全管理体制
（落石・落木・急峻・退路・夜間）
→ 安全管理担当の配置

② 山林火災活動時の活動服
（夏季・急峻）
→ 防火衣・長靴の必要性

③ 交代要員・後方支援
（人員の増強・消防団の活用）
→ 広範囲の活動・地域特性 ・食料

④ 車両
（普通ポンプ車・水槽車・スーパーポンパー）
→ 必要車両の判断



50



51



活動原則

東 京 消 防 庁
TOKYO FIRE DEPARTMENT
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【消火活動の原則】
消火活動は、火災状況と消防力の比較により

一挙鎮圧及び延焼拡大阻止を主眼とした活動を行う。
〇 建物への延焼阻止を優先
〇 林野火災に適した装備を使用
〇 自己の退路を必ず確保する（2方向）
〇 消火可能な方向から着手する
〇 原則として日の出から日没までとし、日没までに下山
〇 ホース延長する場合、焼損防止のため注水



活動原則

東 京 消 防 庁
TOKYO FIRE DEPARTMENT
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【指揮活動の原則】
林野火災は、活動が広範囲に及ぶことから、指揮本部長は、
各局面の状況を把握し、一元的な指揮体制を確立して
活動部隊の安全管理を確保する。

〇 災害実態に応じて、各局面における指揮者を指定
〇 連絡体制を確保し、各部隊が孤立しないようにする
〇 隊員の疲労状況を把握し、活動隊員を後退させる
〇 消防団と連携が重要であり、積極的に連携する。
〇 ヘリ隊との常に連携を図り、延焼状況、活動を把握



活動原則

東 京 消 防 庁
TOKYO FIRE DEPARTMENT
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【部隊配備の原則】

〇 中隊（小隊2隊）又はおおむね8名単位とし（団含む）
〇 民家への延焼阻止を最優先
〇 主延焼方向の側面とする
〇 目的、任務及び担当範囲を具体的に指示、安全確保
に配意して配備
〇 ヘリの任務は、具体的に指揮本部長が指定



活動原則

東 京 消 防 庁
TOKYO FIRE DEPARTMENT

55

【関係機関との連携】
（市町村）
〇入山者に対する火災発生の呼びかけ・避難誘導依頼
〇長時間活動に備え、支援物資の依頼
（山林関係機関）
〇 山相、林相、火災現場までの入山ルート等必要な情報
を収集（道案内含む。）
〇 延焼阻止線の設定の協議
〇 山林関係機関の保有する資機材の調達
（他機関のヘリ）
他都市のヘリや自衛隊ヘリ


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	確認項目
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	課題
	①　安全管理体制�　　（落石・落木・急峻・退路・夜間）�　　→　安全管理担当の配置��②　山林火災活動時の活動服�　　（夏季・急峻）�　　→　防火衣・長靴の必要性��③　交代要員・後方支援�　　（人員の増強・消防団の活用）�　　→　広範囲の活動・地域特性 ・食料��④　車両�　　（普通ポンプ車・水槽車・スーパーポンパー）�　　→　必要車両の判断���
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55

